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●都市マスタープランは、市民と市が協働で、都市計画に関する基本的な方針を

定めるものです。

●本市では、平成１０年に現行の都市マスタープランを策定しました。その後約１０

年が経過し、時代背景や社会環境が変化しています。そのため、まちづくりの指

針として新しいプランを策定する必要があります。

●平成１９年６月、平塚市総合計画が策定され、新たなまちづくりがスタートしました。

本プランも、上位計画であるこの総合計画に即して新しく策定するものです。

●市民と市が共有するプランで、協働でまちづくりを進めるための指針です。

●総合計画をまちづくりの面から具体化するプランです。

●都市計画制度や施策を、効率的かつ効果的に進めるための指針です。

●序章と第Ⅰ章～第Ⅵ章で構成します。

都市マスタープランとは…

いまなぜ、策定するのか

本プランの基本的な考え方

本プランの構成

本市の現状や、広域的または長期的な視点、市民の意向など
を踏まえ、まちづくりに関わる課題を示します。

策定のねらい、位置づけ、平塚市総合計画との関係性、構成な
どを示します。

まちづくりの課題を踏まえ、本市の将来の都市の姿と、まちづ
くりの進め方を定め、将来都市構造を示します。

将来の都市の姿と将来都市構造を実現するため、まちづくり
に関わる７つの分野を設定し、整備方針を示します。

本市をアピールする先導的な地域を５つ定め、顔づくりの方向を
示します。

本市を７地域に区分し、各地域の特徴や課題を捉え、目標と将
来像、分野別の方針、魅力づくりの方針を示します。

本プランの実現に向けての必要な措置について示します。実
現にあたっては、市民・事業者・行政の役割を明らかにします。

序　章 都市マスタープランの策定の趣旨

第Ⅰ章 まちづくりの課題

第Ⅱ章 まちづくり全体構想

第Ⅲ章 ひらつかの顔づくり

第Ⅳ章 分野別の方針

第Ⅴ章 地域別の方針

第Ⅵ章 実現に向けて

　平塚市では現在、第2次平塚市都市マスタープランを策定しており、昨年１０月に序章～第Ⅳ

章（下記参照）について素案を公表し、パブリックコメントや地域別懇談会等を行ってきました。

この度、第2次平塚市都市マスタープラン（案）がまとまりましたので、公表するものです。

第2次平塚市都市マスタープラン(案）がまとまりました

概要版

この案について
パブリックコメントを募集します
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まちづくり
全体構想

　「まちづくり全体構想」では、本市の都市構造を含む「将来の都市の姿」と、これを実現

するための「これからのまちづくりの進め方」を示します。

1.将来の都市像
●本市を「住み働き楽しむ場である都市」とし、将来も持続的

に発展するという視点から、【まちづくりの目標】と【将来都

市像】を設定します。

2.これからのまちづくりの進め方
●これからのまちづくりは、既にあるモノまたは新たにできるモ

ノをいかし、つなぎ、有効につかう、という考え方のもと、将

来の都市の姿を実現します。

3.将来都市構造
１）基本構造の方向性
●南の核

　平塚駅周辺を「南の核」とし、商業・業務、文化と居住との共

存を進め、中心市街地の魅力づくり、にぎわいづくりをめざし

ます。

●北の核

　神奈川県の南のゲートとして計画されているツインシティを

本市の「北の核」とし、新幹線新駅やさがみ縦貫道路へのア

クセス性をいかしたまちづくりをめざします。

●西部地域

　湘南平から西へ連なる地域は、次世代につなぐ貴重な里山と

して保全し活性化します。また、環境や自然をテーマに教育、

交流、レクリエーション機能の場づくりなどを進めます。地域

の活性化に資する土地利用に努めます。

２）基本土地利用の方向性
●商業・業務系市街地

　南の核周辺を「商業・業務系市街地」とします。

●住居系市街地

　おおむねＪＲ東海道新幹線より南側の既成市街地や進行市

街地と、西部地域の新市街地を、「住居系市街地」とします。

●工業・産業系市街地

　相模川沿岸地域や、総合公園北側の東浅間大島線沿道など

を「工業・産業系市街地」とします。

●集落地・農地・自然系用地

　市街化調整区域の優良な農地及び集落地、平塚海岸、水辺、

西部丘陵地のみどりを「集落地・農地・自然系用地」とします。

●ツインシティ（大神地区）

　さがみ縦貫道路の開通の効果を市内で受け止めるため、ツ

インシティ（大神地区）に新たな核となる産業系を主体とし

た土地利用を配置します。

●良好な水辺の環境と調和したゾーン

　平塚海岸や相模川、金目川水系の豊かな自然は、「良好な水

辺の環境と調和したゾーン」とします。

●豊かな自然をいかしたゾーン

　高麗山から湘南平周辺、さらに西へと連なる丘陵は、「豊か

な自然をいかしたゾーン」とします。

将来都市像

豊かな自然につつまれて、
人とまちが織りなす

湘南のサスティナブルシティ ひらつか

住むなら平塚、あんしんの快適都市
創るなら平塚、かがやきの産業都市
集うなら平塚、ときめきの交流都市

まちづくりの目標

これからのまちづくりの進め方

サスティナブルシティ ： 環境を損なわず発展が持続可能な都市という意味
です。地球環境保全のため都市や市民ができることは何かを求め、技術開
発を含めこれに取り組み、また、この美しい平塚市を次世代につないでいく
ことが重要です。

「いかす」と「つなぐ」と「つかう」
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将来の都市構造

３）拠点の方向性
●みどりと水辺の活用拠点

　「平塚市総合公園周辺」と「ひらつかの海」を位置づけます。

●みどりのふれあい拠点と、水辺のふれあい拠点

　「高麗山公園」と「馬入ふれあい公園等」「花と緑のふれあ

い拠点（仮称）」を位置づけます。

４）シンボル軸と都市軸の方向性
●シンボル軸

　平塚駅を中心に、「平塚市総合公園周辺」から「ひらつかの海」

へ至る南北の都市空間を「シンボル軸」とし、来街者にやす

らぎとうるおいを与え、景観に配慮した美しい空間づくりを

進めます。

●南北都市軸

　南の核と北の核をつなぐ軸を「南北都市軸」とします。両核

がもつ各種機能の交流を進め、また軸上の都市活動を支え

そして広域へと誘導します。

　軸上では、これまで蓄積されてきた都市機能に配慮しつつ、

公共施設ゾーンや産業集積ゾーンの維持発展を基本として、

積極的な土地利用や施設立地、景観形成などを進めます。

５）交通軸の方向性
●東西交通軸

　市内をつなぐ交通軸においては、北の核と西部地域を結び、

西部地域にある学術機関や研究所と、北の核に誘導する新

たな研究・業務機能との交流を進めます。

　市外をつなぐ交通軸においては、道路上の通過交通の処理

機能を高めると共に、市外の交通結節点とつなぐ道路整備を

進めます。また、道路整備にあわせ、新たなバス網の整備を

検討します。

●放射交通軸

　市内をつなぐ交通軸においては、南の核と西部地域を結び、

相互交流を行うと共に市民が自然や農業とふれあい、自然の

保全や農産物の地産地消を進めます。

　市外をつなぐ交通軸においては、道路によって、南の核や平塚

海岸と市内の各地域の機能が結ばれ、さらに市外の駅やイン

ターチェンジなどの交通結節点へとつなぎます。また、バス交

通を充実すると共に、新しい公共交通の導入を検討します。 

第2次平塚市都市マスタープラン（案）



ひらつかの
顔づくり
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ひらつかセントラルパークにおける取り組みの方針

　「ひらつかの顔づくり」では、将来の都市構造で示した2核1地域と、2つの活用拠点に

ついて、本市のまちづくりを導く顔として次の5つを位置づけ、ひらつかの都市の価値を

高め、ひらつかをアピールする先導的な地域となるよう、基本的に取り組むべき施策を

示します。

●さらに多くの市民につかってもらえるよう、利用者の視点にた

った施設運営をめざします。

●誰もがアクセスできるバリアフリーのセントラルパークの形

成をめざします。

●セントラルパーク内の施設間をつなぎ、また、セントラルパー

クを基点としたレンタサイ

ひらつかウェスタンヒルズにおける取り組

ひらつかウェスタンヒルズ

●学術機関や研究所などとの連携や、市街地に隣接す

優位性と豊富な地域資源をいかし、交流・ふれあい

ションの場を形成することで、地域全体の活性化をめ



組
す

い

め

組みの方針

ツインシティにおける取り組みの方針

中心市街地における取り組みの方針

ひらつかなぎさステージにおける取り組みの方針
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ひらつかなぎさステージ

ひらつかセントラルパーク

ツインシティ

中心市街地

北の核

する地理的な

、レクリエー

めざします。

●海や川の良好な環境を維持及び保全し、新港周辺にレクリエーション

を始めとする多機能型の拠点を配置し、海辺と川辺にある既存の魅力

ある施設をつなぐことによって総じて高い魅力をもち、人々でにぎわ

うステージとすることをめざします。

●目的の商品やサービスのために来街するだけでなく、気軽に散策でき、楽し

さを享受できる中心市街地とすることをめざします。

●駅周辺の玄関口としての機能強化、歩行者や自転車重視の空間づくり、回遊

性の充実などをめざします。

●ツインシティ（大神地区）は、「人と環境にやさしく、様々な人が交流し、新しい産業

や高次都市機能が集積する、平塚の新たな玄関口」をイメージします。

●「環境共生型」「公共交通指向型」「地域生活圏形成型」のまちづくりをめざします。

第2次平塚市都市マスタープラン（案）
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土地利用の配置方針

1.土地利用の配置方針（下図参照）
１）土地や建物に関する規制と誘導
●土地利用や建物の高さ、敷地面積などについて規制と誘導

に努めます。

●西部地域では、土地利用等について適切な規制と誘導に努

めます。

２）さがみ縦貫道路開通による、産業立地のための土地確保
●新たな産業系土地利用や研究・流通業務地を、ツインシティ

に誘導します。

３）大規模施設の移転への対応
●跡地は、従来の土地利用を踏襲することを基本とし、必要に

応じて土地利用転換を誘導します。

2.道路と交通の整備方針（右図参照）
１）道路の整備
●国道１３４号の慢性的な渋滞に対応するため、段階的な整備を

進めます。

●４本の構想路線（右図中⑤、⑥、⑩、⑰）について、具体的な計

画について検討します。

●道路整備にあたっては既存計画の見直しも視野に入れて総

合的に検討します。

●生活道路の整備と交通安全対策を進めます。

２）公共交通の充実
●バス交通の質的充実や鉄道輸送力向上を展開し、新しい公

共交通システムの導入を検討します。

●環境負荷の少ない自動車交通システムを検討します。

３）歩行者空間、自転車利用環境の整備
●歩行者空間や自転車空間などを創出する道路空間の再配分

を必要に応じて進めます。

●自転車空間の創出と自転車ネットワークの形成を進めます。

４）平塚駅周辺の交通環境の向上
●歩行者や自転車利用者、鉄道による来街者を重視した交通

整備を進めます。

●平塚駅北口広場の整備改善を進めます。

分野別の
方針

　「分野別の方針」では、将来の都市の姿と都市構造を実現するため、まちづくりに関わ

る7つの分野を設定し、分野ごとに整備方針を示します。この概要版では、主な課題とこ

れに対する主な整備方針を示します。



7

道路の整備方針
（①～⑰は今後整備する幹線道路〔ただし⑤ ⑥ ⑩ ⑰は構想路線として検討した上で判断〕）

3.住まいを支えるまちづくり方針
１）老年人口増加と生産年齢人口減少への対応
●地域コミュニティの活動拠点として既存の公共建築物をいか

し、活動支援を検討します。

●職住の近接や日常の買い物圏を重視し、その中心となる位

置に日常必要な施設をコンパクトに配置し、誰もが歩いて暮

らせる地域生活圏の形成をめざします。

２）居住環境の保全
●今後、地域コミュニティの維持や余剰住宅の活用などが求め

られます。安全で良好な住環境の保全と再編について総合

的に検討します。

３）市民ニーズにあった柔軟な活用や機能更新
●公共公益施設は、市民ニーズにあった柔軟な活用を検討する

とともに、必要な施設については機能更新します。

●公民館は、地域活動の拠点施設として有効につかいます。

4.産業を支えるまちづくり方針
１）平塚駅周辺の中心商店街の活性化
●歩行者や自転車利用者を重視した商店街づくりを進めます。

●平塚駅西口周辺地区と見附台周辺地区を再整備します。

２）各種産業の環境づくり
●工業と農業と海業の保全・活性化・観光化を進めます。また、

街なか観光を進めます。

●花と緑のふれあい拠点（仮称）の整備や、広域集客が得られ

る海業拠点の形成を進めます。

5.うるおいのまちづくり方針
１）景観行政の推進
●自然・眺望・歴史・都市・生活系の５つの体系で景観づくりを

進めます。

２）公園の整備
●本市に適した公園のあり方を検討します。

●借り上げや市民参加による整備や、住民主体による管理など

を検討します。

３）みどりと水辺の充実
●２つの活用拠点、３つのふれあい拠点、６つのふれあいスポッ

トについて、みどりと水辺づくりを進めるとともに、みどりと

水辺のネットワークづくりを検討します。

４）平塚駅周辺の風格づくり
●北口及び南口広場とシンボル軸においては、みどりの見え方

の工夫やイメージの向上を進めます。

第2次平塚市都市マスタープラン（案）
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6.環境と調和するまちづくり方針
１）自然環境の保全
●本市の貴重な自然環境の維持及び保全に向けては、自然を守

る組織の活動を支援するなど、市民との協働の中で進めます。

●より良い海辺とするため、砂浜の浸食対策や養浜（海辺に土

砂を人工的に供給し海浜を回復すること）を進めます。

２）都市環境、生活環境の保全
●道路・交通分野、産業分野、家庭や業務の分野などのそれぞ

れにおいて、環境負荷の少ない循環型都市システムを形成し

ます。

●大気汚染や騒音・振動、悪臭防止などの対応、水質汚濁など

の対応、ごみ処理の広域化などを進めます。

7.安心安全のまちづくり方針
１）交通バリアフリー、ユニバーサルデザインの推進
●高齢者や障がい者の特性に配慮したまちづくりを進めます。

●誰もが安心安全に暮らし、気軽に楽しめる人にやさしいまち

づくりを進めます。

２）防災まちづくりの推進
●計画的な土地利用と市街地整備、防災空間の確保、建築物の

不燃化・耐震化、水害対策に向けた施設の整備・改善を進め

ます。

３）防犯まちづくりの推進
●人の目が良く行き届く死角の少ないまちづくりと、様々な防

犯まちづくりを進めます。

方針設定にあたっての３つの基本的な考え方
●各地域の特徴をいかした魅力あるまちづくり

●「いかす・つなぐ・つかう」を基本としたまちづくり

●「市民・事業者・行政」の協働によるまちづくり

市民意向の反映
●地域別の方針設定にあたっては、平成１８年１２月に行った「市

民アンケート調査」や、平成１９年１０月～１２月に行った「地域

別懇談会（7地域/各3回）」の参加者からの意見や提案を参

考としております。

地域別の
方針

「地域別の方針」では、地域の成り立ちや生活圏、暮らしなどの特性に応じて、本市を大きく

７地域に分け、各地域について方針を示します。

みどりと水辺のネットワーク

みどりと水辺の活用拠点

水辺のふれあい拠点

斜面緑地

平塚八景

市民スポーツ広場

住宅地

商業・業務地

工業地

研究・流通業務地 

農地

主な集落地

緑地・自然系用地

自動車専用道路（未整備）

幹線道路

幹線道路（未整備） 

補助幹線道路

補助幹線道路（未整備）

コミュニティ道路

近隣公園

主な公共施設

学校

公民館

主な病院

館

文

公

近隣商業地
または沿道市街地

位置など具体的な計画に
ついて検討する道路

※以下に示す凡例は、９～１５ページに示す7地域の「まちづくり方針図」に対応しています。
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1.南部地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●落ち着きと質の高さを誇る住まい環境の形成

●松など、身近にみどりや花が豊富にあるまちの形成

●ひらつかの海を中心とした広域観光の創出

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・国道134号の慢性的な渋滞に対応するため、段階的な整備

を進めます。

・平塚駅南口広場の整備と駐輪対策を進めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・質の高い低層住宅地として、居住環境を保全します。必要に

応じて地区計画の導入を検討します。

・大浜地区は、居住環境や防災性を高めるため、生活道路など

の公共施設整備を土地区画整理事業により進めます。

・平塚駅周辺は、本市の南の核にふさわしい商業施設やサー

ビス施設などの立地を誘導し、土地の高度利用を進めます。

●景観やみどりと水辺

・海岸から富士山への眺望を大切にし、開放的な海岸景観を

維持及び保全します。

・別荘の面影を受けつぐ閑静な住宅地は、風致地区の適正な

維持及び地区計画の導入などにより、うるおいある景観形成

に努めます。

・桃浜公園や小波公園の整備にあっては、都市計画公園として、

その位置の適正な配置に努めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●平塚海岸周辺の水に親しむことのできる空間をいかすため、

ビーチパークや新港などのレクリエーション施設を相互につ

なぎ、憩いの場となるようネットワーク化を進めると共に、砂

浜や松林の保全を進めます。

●平塚駅と海をつなぐ、なぎさプロムナード、平塚駅須賀港線、

扇松海岸通りにおいては、特性をいかした通りづくりと、通り

の景観と調和する沿道の街並みづくりを進めます。

落ち着きと質の高さを誇る住まい環境と、
海をいかした新たなにぎわいのあるまち

南部地域のまちづくり方針図
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2.中心地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●中心商店街の活性化と明るく開放的な玄関口の形成

●安心安全の快適な住まい環境の形成

●歴史と文化がただよう、市民交流の盛んな魅力ある通りの形成

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・平塚駅北口広場の交通結節性を高めるために、整備改善を進

め、バス交通の環境向上や駐輪・駐車場の整備などに努めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・駅周辺の住宅は中高層を基本としつつも、低層部分は商業

やサービス施設とし、にぎわいの連続性の確保や、周辺居

住者の利便の増進などにつながるよう配慮します。

・平塚駅周辺は、様々な人でにぎわうよう商業や業務、各種の

サービス施設の立地誘導に努めると共に、文化施設の充実

などにより魅力ある回遊空間の創出に努めます。

・地域生活に密着した身近な商店街は、その維持と魅力づくり

に向けた取組みを検討します。

・工場の生産環境の維持に努めます。閉鎖や移転の場合は計

画的な土地利用の誘導を進めます。

・見附台周辺地区は、にぎわいや交流の拠点を整備します。

●景観やみどりと水辺

・平塚駅と駅前大通りは、明るく開放的な景観づくりと、み

どりの美しさを実感できる空間づくりを進めます。

・市役所を中心とした公共施設ゾーンは、統一感あるデザイン

と積極的な緑化を進めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●馬入ふれあい公園は、平塚駅からの案内性を高めるなど、利

用の推進に努めます。

●旧東海道・大門通りなど歴史的に由緒ある通りや、駅と公共

施設ゾーンをつなぐ通りは、にぎわいづくりに努めます。

様々な人が集い、住み、働く、
平塚の顔としてときめくまち

中心地域のまちづくり方針図
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3.東部地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●人気の高い総合公園や渋田川、中原の歴史などの活用

●身近なみどりの保全による、ゆとりある住まいの形成

●住宅と工場の相互協力による活力ある生産環境の形成

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・湘南新道の国道129号以西への延伸や萩原八幡線など、未

整備となっている都市計画道路の段階的な整備を進めます。

●住まい環境

・八王子平塚停車場線や平塚伊勢原線の東西に広がる住居系

市街地は、戸建てを中心とした低層住宅地として、みどり豊

かな居住環境を形成します。

・地域生活に密着した身近な商店街は、その維持と魅力づくり

に向けた取組みを検討します。

・工場の生産環境の維持に努めます。住工混在地域は、工場に

配慮した住環境の改善に努めます。

・相模川流域下水道右岸処理場は、上部の有効利用など周辺

環境に配慮した環境整備に努めます。

●景観やみどりと水辺

・市民に親しまれ10万本の木々が植えられている平塚市総合

公園は、豊かなみどりを大切に保全します。

・渋田川や金目川などは、地域にふさわしい花々や樹木に彩ら

れた河川景観を創出します。

・相模川河川敷は、スポーツやレクリエーション利用ができる

ように努めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●相模川の自然や河川沿いの施設の魅力化に努め、これを満

喫できるよう環境整備に努めます。

●徳川家康由来の中原の歴史をいかした、みどり豊かな住宅地

を形成し、歩行者にやさしいまちづくりを検討します。

総合公園や水辺のある快適な住まい環境と、
活力ある生産環境が調和するまち

東部地域のまちづくり方針図
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4.北部地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●誰もが安心して歩ける道や、みんなが集える地域生活の場

の形成

●農地や川辺の保全と、富士山や大山の眺望確保

●ツインシティ整備を契機とした周辺まちづくりの推進

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・相模川に架橋する（仮称）倉見大神線の整備を進めます。また、

旧厚木道や八幡・愛甲線は、歩道設置など効果的な道路整備

を進めます。

・バス交通の優先策やバス停の環境整備、バス網の形成に努

めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・横内団地付近においては、地域生活に密着した店舗や事務所

などの立地の誘導に努めます。

・農地は、食料供給や多面的な機能を有するため、これを維持

及び保全します。また、市民との協働による利活用について

検討します。

・環境事業センターは、周辺環境に配慮しつつ施設整備を進

めると共に、余熱をいかした周辺整備を進めます。

●景観やみどりと水辺

・相模川沿いにふさわしい、みどり豊かなうるおいのある工業地

景観を形成すると共に、河川堤防沿いの並木づくりを進めます。

・渋田川などの河川は、地域にふさわしい花々や樹木に彩られ

た河川景観を形成します。

・身近な公園や広場は、地域ニーズに応じ、また地域住民の参加

により、誰もがつかいやすく親しみのある空間づくりを進めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●沿川自治会が進めている渋田川のプロムナード化の活動を支

援し、さらに現在のプロムナードを延長できるよう検討します。

●既存の生活圏を含め、ツインシティを中心としたにぎわいの

ある新たな生活圏を形成します。

水辺や田園のある豊かな暮らしと、
ツインシティが調和する活気あるまち

北部地域のまちづくり方針図



第2次平塚市都市マスタープラン（案）

13

5.中部地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●渋田川・鈴川・金目川をいかした豊かな住まい環境の形成

●日常必要な施設やサービスが暮らしに溶け込んだまちの形成

●農業を守り、盛りたてるための田園空間の活用

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・安全な生活交通の確保のため、歩道設置や橋りょうの整備改

善など、効果的な道路整備を進めます。

・バス交通の円滑な走行や利便性向上のため、バス停の環境

整備、バス網の形成に努めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・平塚伊勢原線と豊田岡崎線を中心に広がる住居系市街地や、

岡崎地区の台地上にある住居系市街地は、戸建てを中心とし

た低層住宅地として、みどり豊かな居住環境を形成します。

・集落地においては、日常必要な生活利便施設の立地の誘導

を検討します。

・農地は、食料供給や多面的な機能を有するためこれを維持

及び保全します。また、市民との協働による利活用について

検討します。

●景観やみどりと水辺

・田園風景は多面的な効用を果たすよう保全に努めます。

・鈴川や渋田川、金目川は、親水空間をいかし、みどりと水辺の

ネットワークづくりに努めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●花と緑のふれあい拠点（仮称）は、農業振興や観光などの活

性化に資するよう、十分にいかします。

●川をテーマとしたまちづくり活動の活性化の誘導に努めます。

川と親しむ豊かな住まい環境と、
実りある田園が息づくまち

中部地域のまちづくり方針図
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6.西部地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●恵まれた自然や歴史資産をいかし、地域を広くアピール

●安心安全の道路と交通の確保による、便利な移動環境の確保

●住民と大学などとの交流による地域活性化

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・吉沢・土屋線や金目・神戸線は、歩道設置など効果的な道路

整備を進めます。

・バス交通の円滑な走行や利便性向上のため、バス停の環境

整備や道路整備、バス網の形成に努めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・北金目地区や南金目地区の住居系市街地や土沢地区のめぐ

みが丘は、戸建てを中心とした低層住宅地として、みどり豊

かな居住環境を形成します。

・集落地においては、日常必要な生活利便施設の立地の誘導

を検討します。

・農地は、多面的な機能を有するため、維持及び保全します。

また、市民との協働による利活用について検討します。

●景観やみどりと水辺

・富士山などの山並みの眺望を確保し、田園や里山景観を維持

及び保全します。

・県平塚配水池の上部は、交流やレクリエーションの場として

の拠点性を高めるため、多目的利用の促進に努めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●地域資源をつなぐ散策ルートを充実します。

●大学と地域が交流できる仕組みづくりを検討します

●本市の貴重な資源である西部丘陵地の自然環境や景観、農地な

どは、様々な角度から地域の活性化につながるよう検討します。

恵まれた自然環境をいかして地域を活性化し、
交流の輪を次世代につなぐまち

西部地域のまちづくり方針図
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7.旭地域のまちづくり方針
１）まちづくりの目標
●湘南平の魅力づくりや金目川の活用

●市民交流をいかした、暮らしに楽しみのあるまちの形成

●商店街を中心に、歩いて暮らせるまちの形成

２）将来像

３）地域の分野別の方針
●道路と交通

・安全な生活交通の確保のため歩道設置など効果的な道路整

備を進めます。

・バス交通の円滑な走行や利便性向上のため、バス停の環境

整備や道路整備などを進めます。

・歩行者や自転車利用者のため、安全な通行空間の確保や、交

通安全施設などの環境整備を進めます。

●住まい環境

・地域全体に大きく広がる住宅地は、戸建てを中心とした低層

住宅地として、みどり豊かな居住環境を形成します。

・八幡神社土屋線沿道の商店街においては、地域生活に密着

した店舗や事務所などの立地の誘導に努めます。

・農地は、食料供給や多面的な機能を有するため，これを維持

及び保全します。また、市民との協働による利活用について

検討します。

●景観やみどりと水辺

・高麗山と湘南平は貴重な眺望地点として維持及び保全します。

・金目川の川辺においては親水空間をいかし、みどりと水辺の

ネットワークづくりに努めます。

４）地域の資源をいかした魅力づくりの方針
●八幡神社土屋線の沿道商店街を中心に、歩いて暮らせるま

ちづくり（地域生活圏の形成）を検討します。

●金目川サイクリングコースを、スポーツ交流やレクリエーショ

ン体験のできる空間として充実します。

●河内川での地域主体の環境美化への取組みを支援すると共

に、みどりと水辺のふれあいスポットとして維持します。

湘南平と金目川の自然につつまれて、
魅力ある商店街と豊かな暮らしのあるまち

旭地域のまちづくり方針図
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この案について
パブリックコメントを募集します

この案について
パブリックコメントを募集します

いかす

都市
マスタープラン（案）

つなぐ つかう

ご意見まってます

　第２次平塚市都市マスタープランの策定にあたって、市民のみなさんの意見を本プラン

に反映するため、この案に対するみなさんのご意見（パブリックコメント）を募集します。

第2次平塚市都市マスタープラン（案）

パブリックコメントはこちら
●募集期間は、平成２０年７月１５日（火）～平成２０年８月１４日（木）です。

●住所、氏名、連絡先を明記の上、郵送、ＦＡＸまたはＥメールで下記までお寄せください。

●お問い合せ・送付先：平塚市まちづくり政策部 まちづくり政策課 都市計画担当

 〒２５４-８６８６　神奈川県平塚市浅間町9番1号

 電話：０４６３-２３-１１１１（内線２４２８）、FAX：０４６３-２３-９４６７

 Ｅメール：machi-s@city.hiratsuka.kanagawa.jp
○市長への手紙（公民館などに設置）をご利用いただくこともできます。

○いただいたご意見については、個別回答に代えて、後日内容ごとに整理し、市の考え方として公表します。

この案が閲覧できます
●第２次平塚市都市マスタープラン（案）は、市役所１階市政情報コー

ナー、４階まちづくり政策課、公民館などの公共施設でご覧いただけ

ます。また、市のホームページにも掲載します。

　ホームページ：http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/
 toshi-s/toshimasu.htm

平塚市まちづくり政策部
まちづくり政策課

実現に
向けて

　「実現に向けて」においては、これまで示した「まちづくり全体構想・ひらつかの顔づくり・

分野別の方針・地域別の方針」の実現に向けて、市民と事業者と行政の協働のもと、それ

ぞれの役割と必要な措置について示します。

1.市民・事業者・行政の役割
●市民・事業者・行政が、それぞれの役割を担い、相互に連携し

て都市マスタープランの推進や地域の特性に応じたまちづ

くりを実現していくことで、全体として将来像に向けた平塚

市のまちづくりを進めていきます。

2.都市マスタープランの推進
●都市計画の各種制度を活用し、計画的にまちづくりを進めま

す。また、平塚市まちづくり条例を活用し、住民発意型のまち

づくりを推進します。

●効率的かつ効果的に事業を進めると共に、国や県など多方

面との連携に配慮します。

●庁内においては、横断的で柔軟な体制を確立し取り組みます。

●都市マスタープランにより進められるまちづくりについては、

進捗状況の把握に努め、適宜市民に報告していきます。

●住みよいまちを実際につくりあげていくためには、そこに住

む住民の力や地域の力が必要です。このため、地域主体のま

ちづくりにあたっては、

　・まちづくりに関する情報の提供の推進

　・まちづくりの人材の育成と活用

　・まちづくり組織の活用

　・まちづくりを推進する場の創出

　などを進めます。
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